
毎年大人気の市民歴史ゼミナールを今年も開催します。
今年は「筑紫野に見える古代大宰府」と題して、筑紫野
に残る文化遺産について７回通しの講演会を行います。

◎場所 歴史博物館(ふるさと館ちくしの)・研修室
◎定員 先着１００人
◎申し込み方法 電話で申し込んでください。
◎受付開始 11月21日(火)、９時～　　
◎申し込み・問い合わせ先
歴史博物館(ふるさと館ちくしの)
�９２２局１９１１

★★ スケジュールスケジュール ★★

第1回：12月10日(日)
「大宰府条坊のなかの筑紫野」小鹿野亮
第2回：12月24日(日)
「筑紫野に見える古代官道と官衙」小鹿野亮
第3回：１月21日(日)
「経塚からみた筑紫野と大宰府」山村信榮
第4回：２月４日(日)
「筑紫野と九州の古代の文字」酒井芳司
第5回：２月18日(日)
「大宰府の防衛と筑紫野」坂上康俊
第6回：３月４日(日)
「万葉集のなかの筑紫野」月野文子
第7回：３月18日(日)
「筑紫野の菅公伝説」味酒安則

※時間はすべて　13時30分～15時30分

広
報
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◎筑紫野市公式ホームページアドレスb http://www.city.chikushino.fukuoka.jp/
◎ホームページ音声発信・FAXサービス番号b 1９１８局３３６６
◎「広報ちくしの」は市公式ホームページで平成17年４月～最新号を全面公開しています。

◎平成17年度決算……………………………2～7
◎統一地方選挙などの投票立会人登録募集……8
◎ごみ収集の休み………………………………12
◎生涯学習情報　もやい…………………14～15
◎お知らせコーナー………………………17～20

参加無料 参加無料 
■大伴四綱の万葉歌碑（市内阿志岐）

■鯰石（市内二日市北）



２

１４
億
８
７
９
０
万
円
の
黒
字

17
年
度
は
、
歳
入
（
市
に
入
っ
た
お
金
）

が
２
９
３
億
91
万
円
、
歳
出
（
市
が
使
っ

た
お
金
）
が
２
７
６
億
９
６
６
３
万
円
で

し
た
。

こ
の
結
果
、
17
年
度
中
の
事
業
で
18

年
度
へ
延
び
た
も
の
に
充
て
る
た
め
に

繰
り
越
す
財
源
１
億
１
６
３
７
万
円
を

差
し
引
く
と
、
14
億
８
７
９
０
万
円
の

黒
字
で
し
た
。

黒
字
要
因
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
歳

入
で
は
市
税
（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
な

ど
）
や
地
方
交
付
税
が
予
算
額
を
上
回
っ

た
こ
と
、
歳
出
で
は
清
掃
費
（
宝
満
環
境

セ
ン
タ
ー
負
担
金
な
ど
）、
土
木
費
（
道
路

橋
り
ょ
う
費
や
都
市
計
画
費
な
ど
）
の
執

行
減
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

歳
入（
市
に
入
っ
た
お
金
）

17
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
２
９
３
億
91
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
２
・
７
％
減
少
し
７
億

９
８
２
４
万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

内
訳
は
、
市
税
が
38
・
３
％
（
１
１
２

億
２
３
３
３
万
円
）
を
占
め
て
お
り
、
次

い
で
地
方
交
付
税
14
・
５
％
（
42
億
５
９

９
３
万
円
）、
市
債
７
・
１
％
（
20
億
７
８

２
０
万
円
）、
繰
入
金
10
・
９
％
（
31
億
８

５
３
３
万
円
）、
国
庫
支
出
金
９
・
９
％

（
29
億
４
２
１
万
円
）
、
県
支
出
金
３
・

６
％
（
10
億
４
６
４
３
万
円
）
な
ど
で
す
。

な
お
、
市
税
の
う
ち
、
目
的
税
は
、
入

湯
税
８
７
８
万
円
、
都
市
計
画
税
８

億
８
６
２
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
充
て
ら
れ
ま
し

た
。

自
主
財
源
は
57
・
５
％

歳
入
の
中
で
市
税
・
財
産
収
入
・

繰
入
金
・
繰
越
金
な
ど
、
市
が
自
主

的
に
収
入
で
き
る
財
源
を
自
主
財
源

と
い
い
ま
す
。
こ
の
自
主
財
源
は
全

体
の
57
・
５
％
（
１
６
８
億
３
５
７

３
万
円
）
で
、
前
年
度
（
52
・
３
％
）

よ
り
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
に
対
し
、
国
・
県
支
出

金
や
地
方
交
付
税
、
市
債
な
ど
は
依

存
財
源
と
い
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
場
合
、
自
主
財

源
が
多
い
ほ
ど
行
政
活
動
の
自
主
性

と
安
定
性
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

歳
出（
市
が
使
っ
た
お
金
）

歳
出
総
額
は
、
２
７
６
億
９
６
６

２
万
円
、
前
年
度
に
比
べ
６
・
１
％

（
17
億
９
７
１
１
万
円
）
の
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

福
祉
の
向
上
に
83
億
円

歳
出
の
中
で
最
も
大
き
い
も
の
が

民
生
費
の
83
億
３
２
０
５
万
円
で
歳

出
総
額
の
30
・
１
％
を
占
め
、
前
年

度
に
比
べ
２
・
０
％(

１
億
６
１
６

６
万
円)

増
加
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
、
老
人
福
祉
費
・

老
人
医
療
費
14
億
５
２
９
１
万
円
、

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
福
祉
費

６
億
１
８
６
６
万
円
、
児
童
扶
養
手

当
・
乳
幼
児
医
療
対
策
費
な
ど
の
児

童
福
祉
費
に
28
億
９
０
０
７
万
円
、

生
活
保
護
費
に
18
億
３
２
５
５
万
円

な
ど
、
福
祉
向
上
に
最
も
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。

都
市
基
盤
整
備
に
33
億
円

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
重
要
な
役
割

を
果
た
す
土
木
費
は
32
億
７
０
６
１

万
円
で
歳
出
総
額
の
11
・
８
％
を
占

め
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、
筑
紫
駅
西
口

土
地
区
画
整
理
事
業
費
に
７
億
６
３

７
２
万
円
、
道
路
や
橋
の
新
設
・
改

良
な
ど
の
道
路
橋
梁
費
に
５
億
９
７

７
５
万
円
、
道
路
・
河
川
・
公
園
な

ど
の
維
持
管
理
費
に
２
億
８
４
７
８

万
円
な
ど
都
市
基
盤
の
整
備
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

市
政
運
営
に
32
億
円

総
務
費
は
32
億
２
７
３
３
万
円
で

歳
出
総
額
の
11
・
７
％
で
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
庁
舎
や
市
の
財

産
な
ど
を
管
理
す
る
財
産
管
理
費
に

５
億
３
５
６
５
万
円
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
を
管
理
運
営
す
る
電
子
計
算

組
織
管
理
運
営
費
に
２
億
５
６
３
７

万
円
な
ど
、
市
政
運
営
に
必
要
な
経

費
を
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。

一い
つ

般ぱ
ん

会か
い

計け
い
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決
　
算 

平
成
　
年
度 

17け
　
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
ん 

へ
い
　 

せ
い
　
　
　
　 

ね
ん
　  

ど 

豊
か
な
市
民
生
活
を
実
現
す
る
た
め

使
っ
た
お
金
は
２
７
６
億
９
６
６
３
万
円

財
政
事
情
の
公
表
は
、
市
の
財
政
状
況
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
、
財
政
状
況
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
を
示
す
の
が
決

算
で
す
。

平
成
17
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
決
算
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

企
画
財
政
課
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３

教
育
環
境
の
充
実
に
27
億
円

教
育
費
は
27
億
６
１
０
万
円
で
歳

出
総
額
の
９
・
８
％
を
占
め
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、
小
・
中
学
校
の

整
備
・
管
理
運
営
費
に
９
億
５
３
２

６
万
円
、
生
涯
学
習
活
動
の
充
実
を

目
的
と
し
た
生
涯
学
習
費
に
９
億
５

７
２
５
万
円
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
や
管
理
運
営
な
ど
を

目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
に
２

億
78
万
円
な
ど
、
教
育
環
境
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

保
健
衛
生
・
生
活
環
境
に
24
億
円

衛
生
費
は
23
億
５
１
０
１
万
円

で
、
歳
出
総
額
の
８
・
５
％
で
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
ご
み
・
し
尿

処
理
な
ど
の
清
掃
費
に
14
億
４
１
１

７
万
円
、
健
康
診
査
な
ど
の
予
防
費

に
２
億
３
４
８
５
万
円
、
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
費
１
億
６
８
５
万
円

な
ど
、
保
健
衛
生
や
生
活
環
境
の
向

上
に
努
め
ま
し
た
。

市
債（
市
の
借
金
）

市
債
と
は
、
市
が
事
業
を
行
う
た

め
に
資
金
を
調
達
す
る
一
つ
の
手
段

で
、
市
の
借
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

下
水
道
・
学
校
・
公
園
・
道
路
整

備
な
ど
、
大
型
建
設
事
業
の
資
金
に

充
て
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
建
設
時

に
集
中
す
る
負
担
を
、
施
設
を
利
用

す
る
後
の
世
代
に
も
負
担
し
て
も
ら

う
こ
と
で
、
世
代
間
の
負
担
の
公
平

を
確
保
す
る
た
め
で
す
。

市
民
一
人
当
た
り
約
68
万
円

17
年
度
末
の
市
債
の
残
高
は
、
６

７
０
億
１
０
５
７
万
円(

特
別
会
計

含
む)

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
・

６
％
、
17
億
３
５
７
４
万
円
減
少
し

ま
し
た
。

市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と
約
68

万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
17
年
度
に
お
い
て
義
務

教
育
施
設
や
社
会
福
祉
施
設
の
整

備
、
道
路
・
公
園
の
整
備
、
上
水
道

施
設
の
整
備
、
下
水
道
の
整
備
な
ど

豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
向
け
て

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

基
金（
市
の
預
金
）

基
金
と
は
、
市
が
将
来
に
備
え
た

り
、
特
定
の
目
的
の
た
め
に
資
金
を

積
み
立
て
ま
た
は
運
用
す
る
資
金
で
、

市
の
積
立
預
金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

市
民
一
人
当
た
り
約
５
万
円

17
年
度
末
の
基
金
の
残
高
は
、

53
億
８
４
７
０
万
円(

特
別
会
計
含

む)

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
34
・

８
％
、
28
億
７
７
０
６
万
円
減
少
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
市
民
一
人
当
た
り
に
す
る
と

約
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
が
特
別
会

計
で
す
。

17
年
度
の
特
別
会
計
は
、
全
体
で

歳
入
が
２
０
１
億
１
３
９
２
万
円
、

歳
出
が
２
０
０
億
８
５
１
６
万
円
で

し
た
。

こ
の
う
ち
介
護
保
険
事
業
の
決
算

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

歳
入
は
40
億
４
９
３
９
万
円
で
、

介
護
保
険
料
や
介
護
給
付
費
交
付
金

な
ど
で
す
。
歳
出
は
39
億
８
０
８
６

万
円
で
、
主
な
も
の
と
し
て
、
介
護

保
険
施
設
を
利
用
し
た
場
合
の
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
20
億
６
０

０
９
万
円
、
訪
問
介
護
や
訪
問
看
護

な
ど
を
利
用
し
た
場
合
の
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
費
が
13
億
４
５
７
２

万
円
、
要
支
援
者
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
場
合
の
居
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
が
１
億
３
４
６
７
万
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
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特と
く

別べ
つ

会か
い

計け
い

市税 
　　38.3％ 

地方交付税 
　　　　14.5％ 

市債 7.1％ 

国庫支出金 
　　　　9.9％ 

県支出金 3.6％ 

歳　入 歳　入 歳　入 

繰越金 2.1％ 

Ａ 17.1％ 

Ｂ 7.4％ 

繰入金  10.9％ 
諸収入  2.2％ 
使用料および手数料  2.0％ 
分担金および負担金  1.6％ 
財産収入  0.4％ 
寄付金  0％ 

Ａ 

Ｂ 

地方消費税交付金  2.5％ 
地方特例交付金  1.4％ 
地方譲与税  2.2％ 
自動車取得税交付金  0.6％ 
利子割交付金  0.2％ 
配当割交付金  0.1％ 
株式等譲渡所得割交付金  0.1％ 
ゴルフ場利用税交付金  0.2％ 
交通安全対策特別交付金  0.1％ 
国有提供施設等所在市町村助成交付金  0％ 民生費 

　　30.1％ 

公債費 
　　20.8％ 

土木費 
　　11.8％ 

総務費 
　　11.7％ 

教育費 
　　9.8％ 

衛生費 
　　8.5％ 

消防費・農林水産業費・ 
商工費・議会費など 
　　　7.3％ 

歳　出 歳　出 歳　出 
平成17年度一般会計 平成17年度一般会計 平成17年度一般会計 
へい    せい  　　　　　 ねん     ど     いっ   ぱん    かい   けい 
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1 ９２３局１１１１)にお願いします



４

水
道
事
業
や
下
水
道
事
業
は
、
公

営
企
業
会
計
で
行
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業

水
道
事
業
で
は
、
市
民
生
活
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
水
を
低
廉
で
衛

生
的
に
、
安
全
に
供
給
で
き
る
よ
う

に
施
設
の
改
良
事
業
を
行
い
、
ま
た
、

経
営
の
健
全
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

収
入
総
額
23
億
４
９
３
８
万
円
の

内
訳
は
、
収
益
的
収
入
が
20
億
２
１

３
９
万
円
、
資
本
的
収
入
が
３
億
２

７
９
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
総
額
28
億
12
万
円
の
内
訳

は
、
収
益
的
支
出
が
16
億
４
４
２
２

万
円
、
資
本
的
支
出
が
11
億
５
５
９

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
経
営
成
績
と
も
い
わ

れ
る
収
益
的
収
支
は
、
収
入
（
水
道

料
金
収
入
な
ど
）
が
20
億
２
１
３
９

万
円
、
支
出
（
浄
水
を
買
う
た
め
の

費
用
な
ど
）
が
16
億
４
４
２
２
万
円

で
、
本
年
度
は
３
億
２
８
９
３
万
円

（
消
費
税
抜
）
の
純
利
益
が
生
じ
ま

し
た
。

資
本
的
収
入
・
支
出

水
道
事
業
の
資
産
状
況
を
見
る
資

水
道
事
業
の
資
産
状
況
を
見
る
資
本

的
収
支
は
、
収
入
（
企
業
債
・
負
担

金
な
ど
）
が
３
億
２
７
９
９
万
円
、

支
出
が
11
億
５
５
９
０
万
円
で
、
水

道
管
の
維
持
管
理
・
配
水
管
布
設
工

事
、
企
業
債
の
償
還
な
ど
に
充
て
ま

し
た
。

下
水
道
事
業

下
水
道
事
業
で
は
、
健
康
で
快
適

な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域

の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
整
備
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

収
入
総
額
32
億
９
３
５
１
万
円
の

内
訳
は
、
収
益
的
収
入
が
19
億
３
４

４
２
万
円
、
資
本
的
収
入
が
13
億
５

９
０
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

支
出
総
額
34
億
７
１
８
３
万
円
の

内
訳
は
、
収
益
的
支
出
が
18
億
４
１

６
３
万
円
、
資
本
的
支
出
が
16
億
３

０
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
経
営
成
績
と
も
い

わ
れ
る
収
益
的
収
支
は
、
収
入
（
下

水
道
使
用
料
な
ど
）
が
19
億
３
４
４

２
万
円
、
支
出
（
流
域
下
水
道
維
持

管
理
負
担
金
な
ど
）
が
18
億
４
１
６

３
万
円
で
、
本
年
度
は
、
６
１
３
３

万
円
（
消
費
税
抜
）
の
純
利
益
を
生

じ
ま
し
た
。

資
本
的
収
入
・
支
出

下
水
道
事
業
の
資
産
状
況
を
見
る

資
本
的
収
支
は
、
収
入
（
企
業
債
・

国
庫
補
助
金
な
ど
）
が
13
億
５
９
０

９
万
円
、
支
出
が
16
億
３
０
２
０
万

円
で
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
行
い

ま
し
た
。
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公こ
う

営え
い

企き

業
ぎ
ょ
う

会か
い

計け
い

特別会計決算状況 

※（　）内は16年度決算額 

平成17年度　基金（積立金）の状況 

公営企業会計決算状況 

※（　）内は16年度決算額 

国民健康保険事業 

老 人 保 健 事 業  

住宅新築資金等貸付事業 

奨学資金貸与事業 

介 護 保 健 事 業  

農業集落排水事業 

土 地 取 得 事 業  

二 日 市 財 産 区  

御 笠 財 産 区  

平等寺山財産区 

合 計  

会　計　名 歳　　入 歳　　出 

会　計　名 収　　入 支　　出 

     68億6,463万円  
(64億1,927万円) 

74億8,243万円  
(73億5,499万円) 

4,061万円  
(3,892万円) 

675万円  
(628万円) 

40億4,939万円  
(38億9,297万円) 

2億7,637万円  
(5億9,231万円) 

13億8,321万円  
(10億8,730万円) 

266万円  
(493万円) 

14万円  
(13万円) 

773万円  
(967万円) 

201億1,392万円  
(194億   677万円)

68億5,519万円  
(64億1,283万円) 

75億3,867万円  
(74億     57万円) 

3,429万円  
(3,638万円) 

675万円  
(628万円) 

39億8,086万円  
(38億4,950万円) 

2億7,637万円  
(5億9,231万円) 

13億8,321万円  
(10億8,730万円) 

195万円  
(435万円) 

14万円  
(13万円) 

773万円  
(897万円) 

200億8,516万円  
(193億9,862万円)

水 道 事 業  

下 水 道 事 業  

合 計  

23億4,938万円 
（19億9,277万円） 

 
32億9,351万円 
（32億8,644万円） 

 
56億4,289万円 
（52億7,921万円） 

28億     12万円 
（22億3,714万円） 

 
34億7,183万円 
（34億8,587万円） 

 
62億7,195万円 
（57億2,301万円） 

基  金  名 16年度末残高 17年度中増減 17年度末残高 

財政調整 

体育奨励 

国民年金印紙購入 

土地開発 

宅地開発等関連施設準備 

かんがい用揚水ポンプ施設管理 

温泉地施設整備等 

減　債 

創生振興 

公共施設等整備 

地域福祉 

ふるさと・水と土保全 

庁舎建設 

環　境 

用品調達 

保険給付費支払準備 

高額医療費資金貸付 

高額介護サービス費資金貸付 

奨　学 

 計 

7億6,049万円 

1,696万円 

0万円 

600万円 

10万円 

1,364万円 

1億8,525万円 

20億8,731万円 

8億9,340万円 

21億8,524万円 

2,598万円 

1,035万円 

19億1,541万円 

1億3,195万円 

200万円 

9万円 

905万円 

200万円 

1,654万円 

82億6,176万円 

△8,876万円 

△100万円 

0万円 

0万円 

0万円 

613万円 

554万円 

△18億9,985万円 

△4億9,104万円 

△3億9,947万円 

0万円 

0万円 

43万円 

△999万円 

0万円 

0万円 

95万円 

0万円 

0万円 

△28億7,706万円 

6億7,173万円 

1,596万円 

0万円 

600万円 

10万円 

1,977万円 

1億9,079万円 

1億8,746万円 

4億   236万円 

17億8,577万円 

2,598万円 

1,035万円 

19億1,584万円 

1億2,196万円 

200万円 

9万円 

1,000万円 

200万円 

1,654万円 

53億8,470万円 

（消費税等込）

CHIKUSHINO CITY 2006.11.15



財
政
状
況
の
分
析

筑
紫
野
市
の
財
政
の
状
態
を
測
定
す
る
も
の

に
、
①
財
政
力
指
数
②
経
常
収
支
比
率
③
起
債

制
限
比
率
・
公
債
費
比
率
が
あ
り
ま
す
。

①
財
政
力
指
数

財
政
力
指
数
と
は
、
市
税
な
ど
自
治
体
の
標
準

的
な
収
入
で
合
理
的
に
行
政
を
行
っ
た
場
合
に
ど

こ
ま
で
必
要
経
費
が
ま
か
な
え
る
か
を
測
定
す
る

指
数
で
、
数
値
が
「
１
」
に
近
く
「
１
」
を
超
え

る
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
市
の
財
政
力
指
数
は
、
０
・
７

０
０
で
前
年
度
（
０
・
６
８
７
）
よ
り
や
や
上
昇

し
て
い
ま
す
。

②
経
常
収
支
比
率

支
出
の
う
ち
、
人
件
費
や
公
債
費
（
借
金
の
返

済
）
な
ど
、
必
ず
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経

費
を
経
常
的
経
費
と
い
い
、
市
税
や
地
方
交
付
税

な
ど
経
常
的
に
入
っ
て
く
る
財
源
を
経
常
一
般
財

源
と
い
い
ま
す
。

経
常
的
経
費
に
充
当
す
る
経
常
一
般
財
源
の

割
合
を
経
常
収
支
比
率
と
い
い
、
財
源
に
余
裕

が
あ
る
か
な
い
か
を
測
定
す
る
指
標
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
比
率
が
70
〜
80
％
で
あ
れ
ば
健
全
財
政
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源
の
収
入
は
、
景
気

の
変
動
や
地
域
社
会
の
変
化
に
即
座
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
柔
軟
性
に
欠
け
る
た
め
、
経
常
経
費
の

抑
制
を
常
に
心
が
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
当
市
の
数
値
を
見
る
と
、
15
年
度

５
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財政状況の分析 

財 政 力 指 数  
市 債 現 在 高  
起 債 制 限 比 率  
公 債 費 比 率  
経 常 収 支 比 率  

項　　目 平成13年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成14年度 

0.655 

649億427万円 

9.0% 

16.5% 

81.3%

0.662 

661億6,840万円 

9.4% 

17.1% 

86.2%

0.670 

679億6,034万円 

 9.7％ 

18.3％ 

86.0％ 

0.687 

687億4,631万円 

9.7％ 

18.9％ 

91.7％ 

0.700 

670億1,057万円 

10.6％ 

19.5％ 

90.0％ 

平
へい

成
せい

17年
ねん

度
ど

決
けっ

算
さん

に見
み

る筑
ちく

紫
し

野
の

市
し

の状
じょう

況
きょう

は

は
86
・
０
％
、
16
年
度
は
91
・
７
％
、
17
年
度
は

90
・
０
％
と
な
り
ま
す
。
前
年
度
よ
り
や
や
下
降

し
た
も
の
の
90
を
越
え
硬
直
化
傾
向
に
あ
り
、
今

後
さ
ら
に
経
常
経
費
の
抑
制
を
可
能
な
限
り
行
う

こ
と
に
よ
り
、
財
政
の
健
全
化
に
努
力
を
し
て
い

き
ま
す
。

③
起
債
制
限
比
率
・
公
債
費
比
率

公
債
費
と
は
、
市
道
・
公
園
・
学
校
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
た
め
に
市
が
借
入
れ
た
借
金
を

返
済
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。
長
期
に
わ
た
っ

て
元
金
と
利
子
を
返
済
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

計
画
性
を
持
た
な
い
と
市
の
財
政
を
圧
迫
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
施
設
の
整
備
の
た
め
の
借

金
は
現
在
の
市
民
の
方
ば
か
り
か
、
将
来
の
市
民

の
方
に
も
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も

必
要
な
も
の
で
す
か
ら
、
限
度
を
超
え
な
い
範
囲

で
有
効
に
活
用
す
べ
き
で
す
。

こ
の
限
度
の
こ
と
を
「
起
債
制
限
比
率
」
と
い

い
、
３
年
間
平
均
14
％
以
上
で
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
20
％
を

超
す
と
起
債
制
限
団
体
と
な
り
、
一
部
の
市
債
の

借
入
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
市
の

起
債
制
限
比
率
は
、
10
・
６
％
で
前
年
度
（
９
・

７
％
）
よ
り
や
や
上
昇
し
て
い
ま
す
。

「
公
債
費
比
率
」
は
、
一
般
財
源
（
市
税
な

ど
）
に
占
め
る
借
金
返
済
額
の
割
合
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
の
当
市
の
公
債
費
比
率
を
見
る
と
、

15
年
度
が
18
・
３
％
、
16
年
度
が
18
・
９
％
、
17

年
度
が
19
・
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
徐
々
に
数
値

が
上
昇
し
危
険
水
域
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
比
率
を
適
正
に
見
極
め
な
が
ら
、
市

債
に
よ
る
資
金
調
達
を
管
理
し
て
い
き
、
財
政

の
健
全
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

④
実
質
公
債
費
比
率

従
来
の
起
債
制
限
比
率
に
代
わ
り
、
実
質
公

債
費
比
率
と
い
う
新
し
い
比
率
で
起
債
制
限
な

ど
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
比
率
が

18
％
を
越
え
る
と
、
起
債
制
限
団
体
と
な
り
起

債
に
あ
た
り
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

CHIKUSHINO CITY 2006.11.15

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1 ９２３局１１１１)にお願いします

市債の発行状況 

※（　）内は16年度決算額 

 

水 道  

下 水 道  

農 業 集 落 排 水  

合 計  

会　計　名 平成17年度発行額 平成17年度末残高 

32億7,270万円 
（35億3,990万円） 

3億1,730万円 
（ 2億5,000万円） 

8億4,280万円 
（ 9億1,600万円） 

3,690万円 
（ 1億7,820万円） 

44億6,970万円 
（48億8,410万円） 

410億9,068万円 
（428億7,066万円） 

75億5,190万円 
（ 75億6,721万円） 

160億　840万円 
（159億1,393万円） 

23億5,959万円 
（ 23億9,451万円） 

670億1,057万円 
（687億4,631万円） 

一般（含む住新・土地会計） 
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
見み

る
市し

の
財ざ

い

政せ
い

状じ
ょ
う

況き
ょ
う

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
は
）
は
、
あ
る
一
定
時
点
で
の
資
産
や
負
債
状
況
を
表
し
た

報
告
書
で
す
。
民
間
企
業
で
は
お
な
じ
み
の
財
務
諸
表
で
す
が
、
近
年
は
い
く
つ
か
の
自
治
体
が

試
作
・
公
表
し
て
い
ま
す
。
筑
紫
野
市
で
も
現
在
進
め
て
い
る
「
第
三
次
筑
紫
野
市
行
政
改
革
大

綱
」
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
公
表
を
定
め
て
お
り
、
本
号
で
は
平
成
17
年
度
末
現
在
に
お
け

る
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

（作成基準）
このバランスシートは、

総務省の基準に沿って作成

しました。

①数値は、市の普通会計

（一般会計と住宅新築資

金等貸付事業・奨学資

金貸与事業・土地取得

事業特別会計を加えた

もの。）

②数値は、昭和44年度か

ら平成17年度までの地

方財政状況調査による

もので、昭和43年度以

前の事業費は算入され

ていません。

③作成基準日は平成18年

３月31日です。

（市
し

民
みん

一人
ひ　と　り

当
あ

たり　１２７万
まん

円
えん

）

（市
し

民
みん

一人
ひ　と　り

当
あ

たり　 ４７万
まん

円
えん

）

（市
し

民
みん

一人
ひ　と　り

当
あ

たり　 ８０万
まん

円
えん

）

［負債の部］ 

 

１ 固定負債（支払期限が1年を超えて到来する負債） 

 

（１） 地方債 

 

（２） 債務負担行為 

 

（３） 退職給与引当金 

 

　　固定負債合計 

 

２ 流動負債（支払期限が1年以内の負債） 

 

（１） 翌年度償還予定額 

 

（２） 翌年度繰上充用金 

 

 

　　流動負債合計 

 

負債合計 

 

［正味資産の部］ 

  （これまで有形固定資産の形成などの財源で返済の必要のないもの） 

 

　１　国庫支出金 

 

　２　県支出金 

 

　３　一般財源等 

 

正味資産合計 

 

負債・正味資産合計 

貸             方 

378億4,408万円 

 

0万円 

 

49億5,153万円 

 

427億9,561万円 

 

 

 

32億4,660万円 

 

0万円 

 

 

32億4,660万円 

 

460億4,221万円 

197億8,293万円 

 

17億6,283万円 

 

564億2,477万円 

 

779億7,053万円 

 

1,240億1,274万円   

　有形固定資産（借方
＝資産の部参照）の形
成などのために国や銀
行から借り入れた借金
のうち、平成18年度か
ら複数年にわたって支
払い義務があるもの。 

　将来、支払い義務の
ある債務のうち、すで
に支払う額が確定して
いるもの。 

　基準日（平成18年3
月31日）現在で、市職
員が全員自己都合で退
職したと想定した場合
の退職手当総額。 

　これまで有形固定資
産の形成などのために
国や銀行から借り入れ
た借金のうち、平成18
年度内に支払い義務が
あるもの。 

　歳入が歳出に不足す
る場合に、次の年度の
歳入を繰り上げて使用
する充用金。 

　これまでの有形固定
資産の形成などのため
に使った資金のうち、
国からの補助金の額。
ただし、資産の部で対
象となる有形固定資産
の財源であることから、
有形固定資産と同様の
基準で減価償却を行っ
ている。 

　県からの補助金で、
国庫支出金と同じ内容。 

　これまでの有形固定
資産の形成などのため
に使った資金のうち、
市税などの一般財源な
どの総額。 

（平成18年3月31日現在）
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平 成 　 年 度 決 算 17

資
し

産
さん

総
そう

額
がく

１,２４０億
おく

円
えん

負
ふ

債
さい

総
そう

額
がく

４６０億
おく

円
えん

正
しょう

味
み

資
し

産
さん

総
そう

額
がく

７８０億
おく

円
えん

［資産の部］ 
１ 有形固定資産（市が保有している土地、建物などの有形固定資産の価格） 

 （１） 総務費 

 （２） 民生費 

 （３） 衛生費 

 （４） 労働費 

 （５） 農林水産業費 

 （６） 商工費 

 （７） 土木費 

 （８） 消防費 

 （９） 教育費 

 （10）その他 

          計 

（うち土地） 

有形固定資産合計 

２ 投資等（市の現金・預金など有形固定資産に含まれないもの）

 （１） 投資および出資金 

 （２） 貸付金 

 （３） 基金 

       ① 特定目的基金 

       ② 土地開発基金 

       ③ 定額運用基金 

       基金計 

（４） 退職手当組合積立金 

投資等合計 

３ 流動資産 

（１） 現金・預金 

       ① 財政調整基金 

       ② 減債基金 

       ③ 歳計現金 

       現金・預金計 

（２） 未収金 

       ① 地方税 

       ② その他 

       未収金計 

流動資産合計 

資産合計 

借             方 

18億6,526万円 

67億4,836万円 

3億4,984万円 

2億2,928万円 

22億3,104万円 

2億1,131万円 

517億1,124万円 

4億5,613万円 

397億   400万円 

62億   701万円 

1,097億1,346万円 

373億2,810万円 

1,097億1,346万円 

 

20億8,473万円 

7億9,227万円 

 

44億8,888万円 

5億3,300万円 

1,853万円 

50億4,041万円 

21億2,488万円 

100億4,229万円 

 

 

6億7,173万円 

3億4,999万円 

16億1,059万円 

26億3,231万円 

　　 

13億1,335万円 

3億1,134万円 

16億2,469万円 

42億5,700万円 

1,240億1,274万円   

　土地は取得価格。建物は分類種別により耐用
年数を定め、取得年からの経過年数に応じ、取
得価格から減価償却を行った残存価格。 

　将来の退職手当支払いのための退職手当組合
への積立金。金額は積立残高。 

　現金化をすぐ行う可能性のある（流動性の高い）
財政調整基金、減債基金は「３流動資産（１）
現金・預金」に、それ以外の基金はここに計上。 
 
①特定目的基金 
　主に、地域基盤整備、環境、社会福祉の充実、
スポーツの振興など特定目的のための基金。 
 
②土地開発基金 
　市が公益上必要のある土地をあらかじめ取得す
ることにより、事業の円滑な執行を図るための基金。 
 
③定額運用基金 
　奨学資金貸与のための奨学基金など特定の
目的で定額の資金を運用する基金。 

　市が活動を行う上で必要な団体への出資金など。 

　市が貸し付けている資金。 

 　平成17年度末の滞納額。 

平成17年度末現在、市が保有している現金と預金。 
 
①財政調整基金 
　年度間の財源の不均衡を調整するため、余
裕のある年度に積み立てて、災害や大幅な減
収など思わぬ事態が発生した場合に対応する
基金。その性格上すぐ現金化を行うことにな
るため流動性が高い。 
 
②減債基金 
  市債の返済を計画的に行うため、余裕のある年
度に積み立てて、繰上げ償還などの返済に充てる
基金。返済を前提とするため、流動性が高い。 
 
③歳計現金 
　歳入決算額から歳出決算額を差引いた収支額。 

平成17年度
筑紫野市のバランスシート※ 左右はいつも釣り合っている。

借　方　　　　 貸　方　　　　

資　　産

（1,240億円）

負　　債

（460億円）

正味資産

（780億円）
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1 ９２３局１１１１)にお願いします



８

「
投
票
立
会
人
」
と
は

投
票
事
務
の
公
正
を
確
保
す
る

た
め
に
、
期
日
前(

不
在
者)
投
票
所

や
当
日
の
各
投
票
所
で
行
わ
れ
る

投
票
事
務
手
続
き
の
全
般
に
立
ち

会
う
公
益
の
代
表
者
で
す
。

◎
具
体
的
な
業
務

○
投
票
所
の
開
閉
、
空
投
票
箱
の
確

認
、
投
票
箱
の
閉
鎖
、
不
在
者
投

票
の
投
函
な
ど
に
立
ち
会
う
こ
と

○
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
た
人
が
、

投
票
せ
ず
に
投
票
所
を
出
よ
う
と

し
て
い
な
い
か
監
視
す
る
こ
と

○
当
日
投
票
所
の
閉
鎖
後
、
投
票
管

理
者
と
一
緒
に
開
票
所
へ
投
票
箱

な
ど
を
持
っ
て
い
く
こ
と

●
従
事
す
る
日
程

▽
市
長
選
挙

・
期
日
前
投
票

平
成
19
年
１
月
22
〜
27
日

・
投
票
日
　
平
成
19
年
１
月
28
日

▽
統
一
地
方
選
挙(
県
知
事
・
県
議

会
議
員
・
市
議
会
議
員)

・
期
日
前
投
票
期
間
お
よ
び
投
票
日

(

平
成
19
年
４
月
ご
ろ
予
定)

▽
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

期
日
前
投
票
16
日
間
お
よ
び
投
票

日(

平
成
19
年
６
・
７
月
ご
ろ
予
定)

●
従
事
す
る
時
間

各
選
挙
の

▽
期
日
前
投
票

＝
８
時
15
分
〜
20
時
30
分
ご
ろ

▽
投
票
日

＝
６
時
45
分
〜
20
時
30
分
ご
ろ

●
従
事
す
る
場
所

▽
期
日
前
投
票

＝
筑
紫
野
市
役
所
本
庁

▽
投
票
日

＝
市
内
17
箇
所
の
各
投
票
所
　

（
各
個
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
選

挙
人
名
簿
投
票
区
の
投
票
所
）

●
募
集
人
数

▽
期
日
前
投
票
＝
毎
日
２
人

▽
投
票
日
＝
市
内
17
箇
所
の
各
投
票

所
に
２
人
ず
つ

●
応
募
で
き
る
人

市
長
選
挙
の
投
票
日(

平
成
19
年

１
月
28
日)

当
日
に
年
齢
が
満
20
歳

以
上
で
、
か
つ
、
告
示
の
日(

平
成

19
年
１
月
21
日)

の
前
日
に
お
い

て
、
筑
紫
野
市
に
３
カ
月
以
上
住
民

登
録
し
て
い
る
人

●
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
『
①
住
所

②
氏

名

③
生
年
月
日

④
性
別

⑤
電
話

番
号

⑥
職
業

⑦
所
属
し
て
い
る
政

党
や
政
治
団
体
の
有
無(

有
の
場
合

は
、
そ
の
名
称)

』
を
明
記
し
て
、

下
記
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
め
切
り

平
成
18
年
12
月
８
日(

金)

必
着

●
報
酬
な
ど

▽
期
日
前
投
票

・
報
酬
＝
日
額
９
６
０
０
円

・
旅
費
＝
日
額
１
５
０
０
円

▽
投
票
日

・
報
酬
＝
日
額
１
万
８
０
０
円

・
旅
費
＝
日
額
１
５
０
０
円

●
選
任
な
ど
の
決
定
連
絡

応
募
者
の
応
募
資
格
の
有
無
を
調

査
し
、
応
募
資
格
が
あ
る
人
を
全
て

投
票
立
会
人
と
し
て
登
録
し
ま
す
。

(

今
回
の
登
録
は
平
成
19
年
６
月
ま

た
は
７
月
の
参
議
院
通
常
選
挙
ま
で)

そ
の
後
、
登
録
さ
れ
た
人
を
各
選

挙
の
投
票
日
ご
と
に
選
挙
管
理
委
員

会
で
抽
選
し
ま
す
。

な
お
、
選
任
ま
た
は
不
選
任
に
つ

い
て
は
、
決
定
次
第
通
知
し
ま
す
。

筑
紫
野
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

選
挙
の
大
切
さ
や
投
票
の
し
く
み
を

多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
投

票
事
務
に
立
ち
会
う「
投
票
立
会
人
」

を
募
集
し
ま
す
。

■
筑
紫
野
市
長
選
挙

■
統
一
地
方
選
挙

・
県
知
事
選
挙

・
県
議
会
議
員
選
挙

・
市
議
会
議
員
選
挙

■
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

【
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
818
‐
8686
（
住
所
記
入
不
要
）

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

筑ち
く

紫し

野の

市し

長ち
ょ
う

選せ
ん

挙き
ょ

執し
っ

行こ
う

に
つ
い
て
の
お
知し

ら
せ

平
成
19
年
１
月
31
日
に
任
期
が
満
了
す
る
筑
紫
野
市
長
の
選
挙
に
つ
い
て
、
主
な
選
挙
日

程
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
立
候
補
予
定
者
事
務
説
明
会

▽
日
時

平
成
18
年
12
月
22
日(

金)

、
13
時
30
分
〜

▽
場
所

筑
紫
野
市
役
所
　
第
１
別
館
２
階
　
第
４
会
議
室

●
選
挙
告
示
日(
立
候
補
届
出
日)

平
成
19
年
１
月
21
日(

日)

●
選
挙
期
日(

投
票
日)
平
成
19
年
１
月
28
日(

日)
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明るい選挙 
イメージキャラクター 

選挙のめいすいくん 



ベ
ビ
ー
カ
ー
を
折
り
た
た
ま
ず

に
置
け
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き

る
か
調
査
し
ま
し
た
が
、
バ
ス
の

構
造
上
改
造
は
困
難
で
し
た
。
今

後
は
、
バ
ス
停
周
辺
の
交
通
状
況

を
判
断
し
た
上
で
、
バ
ス
下
部
の

ト
ラ
ン
ク
に
収
納
す
る
か
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
を
折
り
た
た
み
座
席
の
間

に
収
納
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
バ

ス
運
転
手
が
介
助
を
し
ま
す
の
で

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

（
健
康
推
進
課
）

ご
指
摘
の
道
路
は
県
が
管
理
し

て
い
る
道
路
で
す
。
交
通
量
が
多

く
整
備
要
望
が
多
い
場
所
と
な
っ

て
お
り
、
市
と
し
て
も
県
に
対
し

て
歩
道
設
置
の
要
望
を
重
ね
て
き

ま
し
た
と
こ
ろ
、
事
業
実
施
が
決

定
し
平
成
17
年
度
に
現
地
測
量

も
終
え
て
い
ま
す
。
18
年
度
に

は
歩
道
設
置
部
分
の
用
地
買
収
を

進
め
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
建
設
課
）

９

あ
ら
ゆ
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
社
会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
地
域

に
責
任
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
活
か
し
、
お
互
い
に
尊
重
し
あ
う
中

で
、
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
提
言

提
案
を
的
確
に
と
ら
え
、
市
と
市
民
が
協
働
し
て
政
策
展
開
を
推
進
す
る
、
密

接
な
連
携
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

筑
紫
野
市
で
は
、「
市
政
説
明
会
」「
市
長
と
語
る
会
」「
市
長
へ
の
た
よ
り
」

を
取
り
組
み
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
発
言
機
会
の
充
実
に
努
め
、
市
民
の

声
を
最
大
限
取
り
入
れ
た
市
政
運
営
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
は
全
て
市
長
が
直
接
通
読
し
、
担
当
課
に
指
示
を
し

て
、
文
書
や
メ
ー
ル
な
ど
で
回
答
し
て
い
ま
す
。

郵便 

メール 

計 

提案件数（件） 

37 

39 

76

提案者数（人） 

28 

36 

64

平成18年度の提出者数および提案件数
(平成18年９月末日現在）

提
案
内
容
と
回
答

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
付
近
の
天
神
交

差
点
か
ら
二
日
市
中
学
校
側
の
西

鉄
踏
切
の
間
、
通
学
路
に
な
っ
て

い
ま
す
が
交
通
量
が
多
い
上
に
歩

道
が
無
く
子
ど
も
た
ち
が
危
険
で

す
。
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
図
書
館
の
身
障
者
専
用
駐

車
場
に
健
常
者
が
駐
車
し
て
い
ま

す
。
注
意
し
た
ら
逆
に
文
句
を
言

わ
れ
ま
し
た
。
ど
う
に
か
な
ら
な

い
で
し
ょ
う
か
。

「
短
い
時
間
だ
か
ら
」「
使
っ
て

い
る
人
を
見
な
い
か
ら
」「
他
が

空
い
て
い
な
い
か
ら
」
な
ど
何
気

な
い
気
持
ち
で
駐
車
す
る
人
が
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
身
障
者
の

人
た
ち
に
と
っ
て
駐
車
す
る
際
、

遠
い
と
こ
ろ
に
停
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
の
つ
ら
さ
や
厳
し
さ

を
一
人
ひ
と
り
が
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

市
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
身

障
者
の
立
場
に
た
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
身
障
者
マ
ー
ク
や
啓
発
看

板
、
広
報
な
ど
を
活
用
し
て
理
解

を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
も
あ
ら
ゆ
る
方
法
、
機
会
を
と

ら
え
て
啓
発
に
努
め
て
い
き
ま

す
。（

生
活
福
祉
課
、
文
化
振
興
課
）

母
子
手
帳
の
交
付
や
歯
科
検
診

な
ど
で
カ
ミ
ー
リ
ヤ
バ
ス
を
利
用

し
て
い
ま
す
。
バ
ス
の
通
路
が
狭

く
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
通
路
を
ふ
さ
ぎ

他
の
乗
客
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま

す
。
収
納
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

⇩
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

「
た
よ
り
」
に
よ
る
提

案
内
容
で
す
。

⇩
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

「
た
よ
り
」
に
対
す
る

市
役
所
か
ら
の
「
回
答
」

で
す
。

た た

た

た

回 回

回

回

平
成
18
年
４
月
か
ら
９
月
末
日

ま
で
に
提
案
さ
れ
た
内
容
と
そ
の
回

答
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

な
お
、「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
の

封
筒
・
用
紙
は
、
料
金
受
取
人
払
い

と
し
て
お
り
、
無
料
で
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
設
置
場
所
は
、
市

役
所
、各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
内
14

カ
所
で
す
。

ま
た
、「
市
長
へ
の
た
よ
り
」
は
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
メ

ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
担
当
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福福ふ

く

祉祉し

だだ
よよ
りり
NO.41

問
い
合
わ
せ
先

生
活
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担
当

さるびあ学園では、冬休み期間中に「ほほえみクラブ」を

開催し、子どもたちに充実した生活を送ってもらうための

「一時預かり」を行います。

○対象者

小・中・高等学校の特殊学級や障害児学級、養護学校など

に通っている市内居住者で、冬休み期間中に学童保育や他

の施設に通うことが困難な人

○使用できる日時

平成18年12月25日(月)～平成19年１月５日(金)

毎週月～金曜日の8時45分～16時45分

※ただし、12月28日(木)～１月３日(水)は年末年始のために

休館です。

○申請方法

生活福祉課および筑紫野市社会福祉協議会にある使用申請

書に必要事項を記入し、生活福祉課へ提出してください。

○申請書提出締め切り

平成18年11月30日(木) 期日厳守

○問い合わせ先

▽市生活福祉課 障害者福祉担当 �９２３局１１１１

▽筑紫野市社会福祉協議会 �９２０局８００８

※「ほほえみクラブ」では、利用者の安全確保や多くの皆さ

んに利用していただくために、生活福祉課から希望日の変

更などについて相談させていただく場合があります。趣旨

をご理解の上、ご協力をお願いします。

身体障害者手帳の交付を受けていない高齢者

であっても、障害者に準ずる状態であると認め

られれば、障害者控除の対象となることがあり

ます。

介護保険課の窓口で申請を行ってください。

基準に該当すれば認定書が交付されます。

また、6カ月以上寝たきりの高齢者は、特別

障害者とみなされ、認定書が無くても特別障害

者控除の対象となります。

※現在、障害者手帳などを持っている人は、申

請の必要はありません。

●障害者控除、特別障害者控除とは・・・

身体障害者手帳を有するか、児童相談所など

で知的障害者と判定された人が対象とされ、

障害の程度に応じて障害者控除、特別障害者

控除として所得から一定の額を差し引いて税

額を計算するものです。

●問い合わせ先

介護保険課 高齢者福祉担当

平
成
18
年
10
月
か
ら

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

が
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
の
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
に
は
、
本
人
確
認
を
す
る
た

め
の
写
真
が
は
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成
18
年
10
月
か
ら
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
に
本
人
確

認
の
た
め
の
写
真
を
は
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
10
月
以
降
に
手

帳
を
申
請
す
る
場
合
は
、
申
請
書
類

に
写
真
を
添
え
て
手
続
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
は
、
更
新
や
等
級
変
更
の
申
請
時

に
新
し
い
手
帳
に
切
り
替
え
と
な
り

ま
す
。

※
新
し
い
手
帳
に
切
り
替
え
る
ま
で

の
間
は
、
現
在
持
っ
て
い
る
手
帳

が
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
ま
す
。

※
切
り
替
え
前
で
あ
っ
て
も
、
希
望

者
に
は
新
し
い
手
帳
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
そ
の
際
は
、
写
真
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

精
神
障
害
者
家
族
講
演
会

障
害
へ
の
理
解
を
深
め
、
よ
り
よ

い
支
援
を
行
う
た
め
に
、
障
害
者
の

一
番
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
り
支
援

者
で
あ
る
家
族
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
代
表
的

な
疾
患
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
の
講

演
会
で
す
。

●
日
時

12
月
７
日(

木)

13
時
30
分
〜
15
時

●
内
容

病
気
の
理
解
と
家
族
の
対

応
に
つ
い
て

〜
気
分
障
害
・
統
合
失
調

症
を
中
心
に
〜

●
講
師

瀬
戸
裕
司
さ
ん

(

精
神
科
医
院
院
長)

●
場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

３
階
学
習
室
５

●
対
象
者

精
神
障
害
者
の
家
族

●
定
員

20
人

●
申
し
込
み
方
法

電
話(

�
９
２
３
局
１
１
１
１)

ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ(

９
２
３
局
５
２
３

０)

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

10
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今
年
に
な
っ
て
、
ご
み
収
集
作
業
中
に
４
件
も
の
爆
発
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
幸
い
け
が
人
は
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
作
業
中
に

ご
み
収
集
車
か
ら
熱
風
が
吹
き
出
す
ほ
ど
の
爆
発
も
起
き
て
い
ま

す
。爆

発
の
原
因
は
、
写
真
に
あ
る
よ
う
に
ス
プ
レ
ー
缶(

殺
虫
剤
、

塗
料
缶
、
整
髪
料
な
ど)

や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
で
す
。
こ
れ
ら
を

ガ
ス
を
抜
か
ず
に
ご
み
で
出
す
と
、
収
集
車
の
中
で
爆
発
し
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
必
ず
使
い
切
る
か
、
風
通

し
の
良
い
場
所
で
缶
に
穴
を
開
け
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
多

量
に
残
っ
て
い
た
り
、
処
理
で
き
な
い
場
合
は
、
ご
み
減
量
推
進

11

【申し込み・問い合わせ先】 カミーリヤ内　健康推進課　�９２０局８６１１

食生活改善推進会では、子どもたちの望ましい食生活と健康

づくりを普及するために、親子料理教室を開催します。

地域でとれた米や野菜などの食材を使って、おいしく健康的

な料理を親子で一緒に作りませんか？

●日　時 12月９日(土)、10時～13時

●場　所 カミーリヤ ２階 調理実習室

●内　容 栄養士による講話と調理実習

（調理実習では地域で採れた米や野菜を使います）

●講　師 笠 眞紀子 さん (栄養士)

●対　象 小学生とその保護者

●参加費 保護者３００円、小学生２００円

●定　員 先着15組

●持ってくるもの エプロン、三角巾、ふきん、台ふき、筆記

用具

●申し込み期間

11月16日(木)～30日(木)の９時～17時

※土・日曜日、祝日を除く

●申し込み方法

申し込み期間内に電話で

申し込んでください。

厳しい経済状況が続く中、働いている人

が受けるストレスは大きくなっており、仕

事について強い不安やストレスを感じてい

る労働者は６割を超える状況にあります。

仕事に関するストレスは、労働者自身の

努力だけでは取り除くことが難しいものも

たくさんありますが、まず、労働者自身が

ストレスに気づき、対処していくことの必

要性を認識していくことが大切です。

この機会に上手なストレス対処法につい

て、お話を聞いてみませんか？

●日時 11月30日(木)、19時～21時

●場所 カミーリヤ ２階 視聴覚室

●講演内容 働く人たちのメンタルヘルス

●講師 田中 理香 さん

(心療内科・精神科医院院長)

※予約は不要で参加無料です。

※手話通訳があります。

爆
発
し
て
焼
け
焦
げ
た
ス
プ
レ
ー
缶

課
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

収
集
作
業
員
の
安

全
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
マ
ナ
ー
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ご
み
減
量
推
進
課
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女
性
相
談
室
に
は
、
夫
婦
、
親
子
、
親
族
や

近
隣
、
職
場
な
ど
で
の
人
間
関
係
や
こ
れ
か
ら

の
生
き
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
た

方
々
が
相
談
に
訪
れ
ま
す
。
日
々
の
生
活
に
悩

み
ご
と
、
心
配
ご
と
は
つ
き
も
の
、
ま
っ
た
く

ス
ト
レ
ス
の
な
い
人
生
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
大
き
す
ぎ
る
ス
ト
レ
ス
や
慢
性
的
な

ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
、
人
は
時
と

し
て
気
分
が
沈
み
何
を
す
る
気
も
お
こ
ら
な
く

な
り
、
う
つ
的
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
う
つ
」
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会
を
生
き
る
私

た
ち
だ
れ
も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
「
心
の

病
気
」
で
す
。
疲
れ
が
た
ま
り
か
ら
だ
が
弱
る

と
風
邪
を
ひ
く
よ
う
に
、
人
は
心
が
疲
れ
た
と

き
「
う
つ
」
に
な
り
や
す
く
な
る
の
で
す
。
し

か
し
、「
う
つ
」
は
風
邪
と
違
っ
て
、
咳
が
出

た
り
熱
が
出
た
り
と
は
っ
き
り
し
た
か
ら
だ
の

症
状
と
し
て
現
れ
な
い
た
め
、
か
か
っ
て
も
気

づ
く
の
が
遅
れ
が
ち
で
す
。
心
が
疲
れ
果
て
て

「
う
つ
」
に
な
っ
て
い
る
の
に
、「
頑
張
ら
な
け

れ
ば
」
と
自
分
を
無
理
に
励
ま
し
、
頑
張
れ
な

い
自
分
を
責
め
て
、
も
っ
と
こ
じ
ら
せ
て
し
ま

う
こ
と
も
起
こ
り
が
ち
で
す
。

女
性
相
談
室
の
相
談
者
の
中
に
も
、「
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
自
分
が
も
っ
と
頑

張
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
の
に
何
も
で
き
て
い

な
い
」
と
自
分
を
責
め
た
り
、「
こ
こ
し
ば
ら

く
憂
う
つ
な
気
分
が
続
い
て
い
る
」「
日
常
の

仕
事
が
手
に
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
」「
眠
れ

な
い
日
が
続
い
て
い
る
」「
朝
、
気
分
が
落
ち

込
ん
で
い
る
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
相
談
も
あ

り
、
そ
う
い
う
場
合
に
は
「
う
つ
」
に
な
っ
て

い
な
い
か
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

「
う
つ
」
は
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
適
切
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
で
確
実
に
改
善
し
ま
す
。「
う

つ
」
に
な
っ
て
い
る
と
き
に
は
「
も
っ
と
頑
張

れ
」
は
逆
効
果
な
の
で
す
。
と
は
言
っ
て
も
、

「
う
つ
」
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
自
分
で

は
気
づ
き
に
く
い
し
、
直
接
病
院
に
行
く
こ
と

を
た
め
ら
う
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
と
き
、
ま
ず
は
女
性
相
談
室
で
抱
え

て
い
る
悩
み
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

相
談
室
で
は
、
今
、
あ
な
た
に
と
っ
て
何
が

必
要
な
の
か
を
一
緒
に
考
え
る
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

12

ごみ収集の休み

11
月
22
日(

水)

、
夜
の
持
ち
出
し
か
ら

11
月
24
日(

金)

、
夜
の
持
ち
出
し
ま
で

【問い合わせ先】

ごみ減量推進課

●
収
入
基
準

▽
一
般
世
帯
の
場
合

月
額
20
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

▽
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
な
ど
の
場
合

月
額
26
万
８
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

※
年
間
の
家
族
全
員
の
所
得
金
額
か
ら
同
居
親

族
な
ど
控
除
後
の
金
額
を
月
割
り
し
た
金
額

で
す
。

●
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

12
月
４
日(

月)

〜
12
月
22
日(
金)
の

９
時
〜
16
時
30
分
　

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

●
申
込
書
配
布
場
所

管
財
課(

市
役
所
本
館
２
階)

【
問
い
合
わ
せ
先
】

管
財
課
管
財
担
当

●
募
集
す
る
市
営
住
宅

▽
は
す
町
住
宅

(

市
内
大
字
山
家
４
８
１
２
‐
１)

・
間
取
り
　
２
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
９
６
０
０
円
〜
１
万
５
３
０
０
円

・
募
集
戸
数
　
１
戸

▽
小
川
住
宅

(

市
内
大
字
山
家
２
８
４
９
‐
１)

・
間
取
り
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　

１
万
８
９
０
０
円
〜
３
万
１
７
０
０
円

・
募
集
戸
数

１
階
１
戸
、
２
階
１
戸
、
３
階
２
戸

●
入
居
基
準

▽
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

に
搭
載
さ
れ
て
い
る
人

▽
１
年
以
上
、
市
内
に
勤
務
場
所
が
あ
る
人

☆
女
性
セ
ン
タ
ー
女
性
相
談
室
へ
の

申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

男
女
共
同
参
画
推
進
課

�
９
１
８
局
１
３
１
１
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『
筑
紫
野
都
市
計
画
地
区
計
画
』

(

案)

の
決
定
に
伴
う
法
定
縦
覧

の
お
知
ら
せ

都
市
計
画
法
第
17
条
第
１
項
に

基
づ
き
、「
筑
紫
野
都
市
計
画
地
区

計
画
」(

案)

の
決
定
に
伴
う
法
定
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

11
月
17
日(

金)

〜
30
日(

木)

○
意
見
書
提
出
期
限

11
月
30
日(

木)

ま
で

○
縦
覧
時
間

８
時
30
分
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
行
い
ま
す
。

○
縦
覧
会
場

市
役
所
本
庁
第
３
別
館
２
階

都
市
計
画
課
横
会
議
室

○
縦
覧
内
容

①
名
称
　
Ｊ
Ｒ
天
拝
山
駅
西
側
地
区

地
区
計
画(

案)

位
置
　
市
内
大
字
立
明
寺
地
内

面
積
　
約
11
・
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

②
名
称
　
原
田
第
１
地
区
地
区
計
画

(

案)

位
置
　
市
内
大
字
原
田
地
内

面
積
　
約
14
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
計
画
担
当

13

現
在
、
市
役
所
入
り
口
交

差
点
付
近
の
Ｊ
Ｒ
宮
ノ
浦
橋

工
事
の
た
め
片
側
一
方
通
行

規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

橋
り
ょ
う
製
作
に
不
測
の
日

数
を
要
し
て
お
り
橋
り
ょ
う

架
設
工
事
の
遅
れ
が
生
じ
て

い
ま
す
の
で
、
通
行
規
制
期

間
を
延
期
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

付
近
住
民
の
皆
様
や
付
近

を
通
行
の
皆
様
方
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

●
交
通
規
制
内
容

片
側
一
方
通
行(

市
役
所

方
面
か
ら
市
役
所
入
り
口

交
差
点
ま
で
の
一
方
通
行)

※
工
事
の
内
容
に
よ
り
、
一

時
的
に
夜
間
全
面
通
行
止

め
に
な
り
ま
す
。

●
交
通
規
制
期
間

平
成
17
年
１
月
25
日
か
ら

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
岡
県
那
珂
土
木
事
務
所

道
路
課
維
持
係

�
５
１
３
局
５
５
６
５

右折禁止 

左折禁止 

車 両 通 行 止 め 

通 行 止 め 

車両進入禁止 

ここまで 

ここから 

一方通行 

県道112号線 

ＪＲ鹿児島本線 

博
多
方
面
 

片
側
一
方
通
行
区
間

片
側
一
方
通
行
区
間
 

片
側
一
方
通
行
区
間
 

車両進入禁止 

車両進入禁止
車両進入禁止 
車両進入禁止 

二
日
市
駅
方
面
 

筑
紫
野
イ
ン
タ 
｜
線 

JA二日
市支店 

筑紫野市役所 

JA二日市
支店 

JA二日市
支店 

筑紫野市役所 

JR

市役所 
二日市駅 

博
多
方
面
 

鳥
栖
方
面
 

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本
線
 

筑紫野 

山口踏切 

市役所入口交差点 

旭町交差点 

バス停 

（二日市
温泉） 

天神交差点 
栄町交差点 

筑紫野署東口 

筑紫野警察署 
交差点 

交差点 

二日市温泉 
入口交差点 

施工場所 

迂回路略図 
う  かい  ろ 

（片側一方通行） 

市役所入口 

歩 
行 
者 
通 
路 

歩 
行 
者 
通 
路 

CHIKUSHINO CITY 2006.11.15

問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁(1 ９２３局１１１１)にお願いします
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【問い合わせ先】　生涯学習課 
1９１８局３５３５　９１８局３５３５　FAX９２３局０４１６９２３局０４１６ 
【問い合わせ先】　生涯学習課 
1９１８局３５３５　FAX９２３局０４１６ 
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●
入
所
対
象
者

生
後
50
日
目
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児

●
申
し
込
み
が
で
き
る
人

生
後
50
日
目
か
ら
就
学
前
の
乳
幼
児
の
保
護
者
で
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
。

①
市
内
居
住
者
で
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

②
昼
間
児
童
の
保
護
者
お
よ
び
同
居
人
が
、
自
宅
外
で

働
く
た
め
、
家
庭
に
お
い
て
保
育
で
き
な
い
こ
と
が

常
態
と
な
っ
て
い
る
人
。

③
そ
の
他
、
特
別
な
事
情
（
病
気
・
介
護
な
ど
）
に
よ

り
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。

※
平
成
19
年
度
中
に
産
休
・
育
休
明
け
で
年
度
途
中
に

入
所
を
予
定
し
て
い
る
人
も
、
入
所
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

必
ず
、
こ
の
期
間
に
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
書
類
交
付
期
間

平
成
18
年
12
月
５
日(

火)

か
ら

平
成
18
年
12
月
７
日(

木)

ま
で

●
書
類
交
付
時
間

９
時
〜
16
時
30
分

●
書
類
交
付
場
所

市
役
所
本
庁
第
１
別
館
１
階
　

第
12
会
議
室

【
注
意
】

※
入
所
の
申
し
込
み
手
続
き
は
、
書
類
交
付
と
そ
の
書

類
受
付
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

※
平
成
18
年
度
保
育
所
在
園
児
の
入
所
手
続
き
に
つ
い

て
は
保
育
所(

園)

を
通
し
て
行
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課

�
９
２
３
局
１
１
１
１

市
で
は
、
平
成
19
年
度
の
公
・
私
立
保
育
所(

園)

の
入
所
申
込
書
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

お誕生日の思い出に……３歳まで
★１１月生まれ

久
きゅう

良
ら

木
ぎ

遥
はる

香
か

ちゃん１歳
（11月４日生まれ）原田

誕
生
日
お
め
で
と
う

♪
遥
香
の
笑
顔
は
家

族
の
宝
物
で
す
。

大
地
お
兄
ち
ゃ
ん
と

ず
っ
と
仲
良
く
ね
♥

芦
あし

原
はら

朔
さく

叶
と

・頼
より

叶
と

ちゃん　２歳
（11月27日生まれ）岡田

２
人
で
遊
ん
で
笑
い
合

っ
て
い
る
姿
を
見
る
の

が
１
番
の
幸
せ
で
す
♥

笑
顔
を
大
切
に
★

歌
が
大
好
き
な
も
ね

ち
ゃ
ん
♪
い
つ
も
笑

顔
を
あ
り
が
と
う
♥

思
い
や
り
の
あ
る
元

気
な
子
に
育
っ
て
ね

波
は

賀
が

悠
はる

華
か

ちゃん　２歳
（11月22日生まれ）岡田

は
る
ち
ゃ
ん
の
ニ
コ

ニ
コ
笑
顔
が
大
好
き

♥
こ
れ
か
ら
も
た
く

さ
ん
遊
ん
で
元
気
に

大
き
く
な
っ
て
ね
。

平
ひら

田
た

もねちゃん　１歳
（11月４日生まれ）針摺中央

田
た

原
はら

凛
りん

太
た

郎
ろう

ちゃん　２歳
（11月２日生まれ）二日市中央

食
い
し
ん
坊
で
ミ
ッ

キ
ー
と
電
車
が
大
好

き
な
リ
ン
♪
２
歳
お

め
で
と
う
♥
来
年
に

は
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
!!

平
たいら

侑
ゆう

生
せい

ちゃん　２歳
（11月２日生まれ）美しが丘南

２
歳
の
お
誕
生
日
お

め
で
と
う
♥
い
つ
も

元
気
な
侑
生
。
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
す
く

す
く
育
っ
て
ネ
★

萩
はぎ

尾
お

杏
あん

奈
な

ちゃん　２歳
（11月11日生まれ）美しが丘南

♥
杏
奈
ち
ゃ
ん
２
歳

の
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♥
心
の
優
し
い

女
の
子
に
な
っ
て

ね
！

眞
ま

鍋
なべ

実
み

佑
ゆう

ちゃん　２歳
（11月18日生まれ）筑紫駅前通

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
か

わ
い
い
実
佑
♥
そ
の

笑
顔
は
パ
パ
と
マ
マ

の
宝
物
で
す

２
歳
の

誕
生
日
お
め
で
と
う

坂
さか

本
もと

華
はな

ちゃん　３歳
（11月15日生まれ）美しが丘南

ア
ン
パ
ン
マ
ン
大
好

き
華
ち
ゃ
ん
★
元
気

１
０
０
倍
!!
で
優
し

く
、
た
く
ま
し
い
子

に
育
っ
て
ね
♥

有
あり

岡
おか

悠
ゆう

翔
と

ちゃん　３歳
（11月６日生まれ）二日市北

ゆ
う
た
ん
　
誕
生
日

お
め
で
と
う
♥
こ
れ

か
ら
も
、
兄
２
人
に

負
け
な
い
よ
う
に
強

い
男
に
な
っ
て
ね
♥

◎このコーナーの申し込みは
★誕生月の３カ月前から受け
付けます。
★電話で申し込み順に定員22
人まで受け付けます。（先着
順）
★３月生まれのお子さんの受

付は1２月１日(金)、８時

30分からです。

【申し込みは秘書広報課まで】

たか

山
やま

鈴
りん

華
か

ちゃん　２歳
（11月６日生まれ）杉塚

鈴
ち
ゃ
ん
お
め
で
と

う
★
そ
し
て
あ
り
が

と
う
♥
日
々
の
成
長

が
と
て
も
嬉
し
く
、

毎
日
楽
し
み
だ
よ
♪

CHIKUSHINO CITY 2006.11.15
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☆ 子どもたちのために地元で42年 ☆

昭和39年４月、スポーツを通じた青少年の健全
育成や市内スポーツ少年団の連携・育成を目的に発
足した筑紫野市スポーツ少年団(本部長：平島一成)
が、これまでの数多くの功績が評価され『福岡県教
育委員会から教育文化表彰(本年２月12日・福岡市
東区リーセントホテル)』と『文部科学大臣から生
涯スポーツ優良団体表彰(本年10月３日・東京都港
区虎ノ門パストラル)』の栄誉ある２つの賞を受賞
しました！　なお、２つの賞の盾などは、農業者ト
レーニングセンターに飾られています。

く

ら

し

イ
ベ
ン
ト

こ
こ
ろ
の
健
康

け

ん

こ

う

づ
く
り
大
会

た

い

か

い

う
つ
病
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
と
ス
ト
レ

ス
発
散
の
た
め
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で

年
末

ね

ん

ま

つ

調
整

ち
ょ
う
せ
い

説
明
会

せ

つ

め

い

か

い

平
成
18
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調

整
説
明
会
で
す
。

●
対
象
　
筑
紫
野
市
の
源
泉
徴
収
義
務

者
　
●
日
時

11
月
21
日(

火)

、
14
時

〜
16
時
　
●
場
所

大
野
城
ま
ど
か
ぴ

あ
　
●
注
意

▽
年
末
調
整
関
係
書
類

(

案
内
状
同
封)

を
事
前
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
出
席
の
際
は
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
会
場
の
駐
車
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫

税
務
署
法
人
課
税
第
３
部
門(

源
泉
担

当)

☎
９
２
３
局
１
４
０
０

第だ

い

20
回か

い

麓
矯
正
展

ふ
も
と
き
ょ
う
せ
い
て
ん

●
日
時

11
月
18
日(

土)

・
19
日

(

日)

、
９
時
30
分
〜
16
時(

19
日
は
15

時
ま
で)

●
会
場

麓
刑
務
所(

鳥
栖

市)

●
内
容

矯
正
の
現
状
と
施
設

の
紹
介
・
刑
務
所
作
業
製
品(

家
具
、

男
女
革
靴
、
ア
ウ
ト
ド
ア
製
品
、
陶
器

な
ど)

の
展
示
即
売
　
●
問
い
合
わ
せ

先
　
麓
刑
務
所
企
画
部
門
作
業
�(

０

９
４
２)

８
３
局
９
１
９
６

第だ

い

７
回か

い

福
岡
県

ふ

く

お

か

け

ん

障
害
者

し
ょ
う
が
い
し
ゃ

文
化
祭

ぶ

ん

か

さ

い

障
害
者
の
社
会
参
加
を
促
進
し
、
障

害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
交
流
や
障

害
者
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
の
文
化
祭
で
す
。

●
日
時

12
月
２
日(

土)

、
10
時
〜
18

時
　
●
会
場

パ
サ
ー
ジ
ュ
広
場(

福

岡
市
天
神)

●
内
容

高
等
学
校
音

楽
部
の
演
奏
、
障
害
者(

身
体
、
知
的
、

精
神)

に
よ
る
演
奏
会
、
障
害
者
福
祉

活
動
の
紹
介
、
Ｊ
Ｏ
Ｙ
倶
楽
部
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
　
●
問
い
合
わ

せ
先
　
福
岡
県
障
害
者
文
化
祭
実
行
委

員
会
事
務
局
�
５
８
４
局
６
０
６
７

JA
筑
紫

ち

く

し

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

●
日
時

11
月
25
日(

土)

・
26
日

(
日)
、
９
時
30
分
〜
15
時
　
●
場
所

JA
筑
紫
本
店(

市
内
杉
塚)

●
内
容

野
菜
・
花
苗
即
売
会
、
新
米
感
謝
セ
ー

ル
、
景
品
抽
選
会
な
ど
の
ほ
か
　
▽

25
日

福
農
太
鼓
、
メ
ル
ヘ
ン
シ
ョ

ー
、
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
、
こ
ど
も
グ
ル

ー
プ
演
技
、
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
　
▽

26
日

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
、
演
芸
大

会
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
　
●

問
い
合
わ
せ
先

JA
筑
紫
本
店
☎
９

２
４
局
１
３
１
１

風か

ぜ

の
声こ

え

ふ
れ
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
６

●
日
時

12
月
３
日(

日)

、
13
時
30
分

開
演(

会
場
13
時)
●
場
所

市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
さ
ん
あ
い
ホ
ー
ル
　
●

入
場
料

大
人
１
０
０
０
円
、
高
校
生

以
下
無
料
　
※
コ
ン
サ
ー
ト
の
収
益
金

は
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
寄
付
し
ま
す
。

今
回
が
さ
よ
な
ら
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

矢
野
☎

９
２
５
局
５
０
７
８

福
岡
県

ふ

く

お

か

け

ん

農
業
大
学
校

の
う
ぎ
ょ
う
だ
い
が
く
こ
う

農
大
秋

の

う

だ

い

あ

き

ま
つ
り
２
０
０
６

●
日
時

11
月
18
日(

土)

・
19
日

(

日)

、
10
時
〜
14
時
30
分(

19
日
は
15

時
30
分
ま
で)

●
場
所

県
農
業
大

学
校(

市
内
吉
木)

●
内
容

▽
18
日

親
子
参
加
農
業
体
験(

野
菜
・
花
・
果

実
コ
ー
ス
、
事
前
申
込)

、
佐
藤
剛
史

さ
ん
に
よ
る
講
演
会
、
む
か
し
広
場

▽
19
日

農
大
産
農
産
物
直
売
、
ち

び
っ
こ
も
ち
つ
き
体
験
、
抽
選
会
な
ど

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
農

業
大
学
校
☎
９
２
５
局
２
４
０
３

情
報
公
開

じ
ょ
う
ほ
う
こ
う
か
い

・
個
人
情
報
保
護

こ

じ

ん

じ

ょ

う

ほ

う

ほ

ご

総
合
案
内
所

そ

う

ご

う

あ

ん

な

い

じ

ょ

に
つ
い
て

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
総
合

案
内
所
で
は
、
国
の
行
政
機
関
・
独

立
行
政
法
人
・
特
殊
法
人
に
関
係
す

る
情
報
公
開
制
度
お
よ
び
個
人
情
報

保
護
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
・
問
い

合
わ
せ
に
対
し
て
、
案
内
や
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
例
え
ば
、
こ
ん
な
疑
問
に
お
答
え

し
ま
す
。

★
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
法
っ
て
、

ど
う
い
う
法
律
な
の
で
す
か
？

★
開
示
請
求
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

で
す
か
？

★
開
示
請
求
の
窓
口
は
ど
こ
に
あ
り

ま
す
か
？

●
開
設
時
間

９
時
〜
17
時(

土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く)

●
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
九
州
管
区
行
政
評
価
局

☎
４
３
１
局
７
０
８
３

●
申
し
込
み
受
付
期
間

12
月
１
日

(

金)

〜
11
日(

月)
●
募
集
案
内
配
布

場
所

県
住
宅
供
給
公
社
、
県
住
宅
管

理
課
、
市
役
所
ほ
か
　
※
申
し
込
み
方

法
、
対
象
団
地
な
ど
の
詳
細
は
募
集
案

内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い

合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住

宅
管
理
部
☎
７
１
３
局
１
６
８
３

県
営

け

ん

え

い

住
宅

じ
ゅ
う
た
く

入
居
者

に
ゅ
う
き
ょ
し
ゃ

募
集

ぼ

し

ゅ

う

す
。

●
日
時

11
月
30
日(

木)

、
13
時
〜

16
時
　
●
場
所

▽
石
橋
文
化
セ
ン
タ

ー(

久
留
米
市)

●
内
容
　
▽
表
彰
式

▽
大
学
病
院
院
長
・
前
田
久
雄
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
　
▽
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
恒
吉

利
加
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

●
参
加
費
　
無
料
　
●
申
し
込
み
　
不

要
　
●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
障
害

者
福
祉
課
精
神
保
健
福
祉
係
☎
６
４
３

局
３
２
６
５



☎

☎(

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

1



1

☎

☎

☎☎
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健
けん

康
こう

推
すい

進
しん

課
か

からのご案
あん

内
ない

成人歯科検診
［11月の対象者］11・12月で21歳、24歳、27歳、30

歳、33歳、36歳、39歳、40歳、42歳、45歳、48歳、

50歳、51歳、54歳、57歳、60歳、70歳の誕生日を迎

える人　［受診期間］11月１日～11月30日　※期間中

１回のみ　［受診場所］健康カレンダーに記載の医療機

関　※休診日・診療時間は医療機関で異なりますので事

前の予約が必要です。 ［持参品］健康カレンダーに同

封の成人歯科検診受診券　［料金］１,０００円(検診の

み、治療は含まれません)ただし、70歳の人、市民税非

課税世帯の人、生活保護世帯の人は無料です。

※転入などで成人歯科検診受診券を持っていない人は健

康推進課まで問い合わせください。

妊婦歯科検診
［対象者］市内在住の妊娠中の人　［受診期間］妊娠期

間中　※期間中１回のみ　［受診場所］母子健康手帳交

付時に案内する医療機関　※休診日・診療時間は医療機

関で異なりますので事前の予約が必要です。 ［持参品］

母子健康手帳　［料金］１,０００円(検診のみ、治療は

含まれません)ただし、市民税非課税世帯の人、生活保

護世帯の人は無料です。

母子健康手帳の交付
［日時］毎週月～金曜日(祝日を除く）、９時～12時・13

時～17時　［場所］カミーリヤ保健福祉事務室受付カ

ウンター　［対象］妊娠した人　［持参品］妊娠届出書

(健康推進課にもあります) ※代理の人でも結構です。

お 知 ら せ コ ー ナ ー

● 国民健康 
　保険税 6期 

● 介護保険料 
　6期 

こ く   み ん  け ん   こ う 

か い     ご      ほ     け ん りょう 

ほ　 け ん   ぜ い              き 

き 

休日の当番医 
きゅうじつ　　　とう　ばん　い 

　なお、内科と外科、小児科の平日夜間当番医については、
消防署・市役所に問い合わせください。 

※病院などの都合で変更されることがありますので、市役所
または消防署で事前にお確かめください。 
11月19日（日） 

内 
外 
産 
小 
歯 

秦病院 
秦病院 
まなべ医院 
福岡徳洲会病院 
休日急患歯科診療所 

大野城市 
大野城市 
大野城市 
春日市 
春日市 

５０１局１１１１ 
５０１局１１１１ 
５７１局４３０７ 
５７３局６６２２ 
５７１局０１１８ 

11月23日（祝） 

内 
 
外 
産 
小 
歯 

どいクリニック 
二日市共立病院 
西嶋整形外科医院 
早瀬川医院 
福岡徳洲会病院 
休日急患歯科診療所 

光が丘 
二日市中央 
針摺 
二日市中央 
春日市 
春日市 

９２６局７４１５ 
９２３局２２１１ 
９２３局５２１１ 
９２４局３５３１ 
５７３局６６２２ 
５７１局０１１８ 

11月26日（日） 

内 
外 
産 
小 
歯 

福大筑紫病院 
福大筑紫病院 
永川産婦人科医院 
福大筑紫病院 
休日急患歯科診療所 

俗明院 
俗明院 
紫 
俗明院 
春日市 

９２１局１０１１ 
９２１局１０１１ 
９２２局３１６４ 
９２１局１０１１ 
５７１局０１１８ 

診療時間：内・外・産＝9時～17時、 
小＝9時～23時、歯＝9時～16時 

緊急漏水時の水道当番業者 
水道当番業者 

11月13日～11月19日 
11月20日～11月26日 
11月27日～12月 ３日 

日　　　時 

●問い合わせ先　上下水道部施設課(�９２３局７１１２)

業 者 名  電話番号 
中央設備(株) 
(株)東筑設備工業 
(株)カワキタ 

９２３局１１４４ 
９２５局０１０６ 
９２３局２５６９ 

きんきゅうろうすい  じ        すいどうとうばんぎょうしゃ 

問い合わせ先 健康推進課 ☎920局8611

１１月の納税

市
し

役
やく

所
しょ

1 ９２３局１１１１

I n f o rm a t i o n

上下水道部業務課料金担当‥‥‥‥‥‥‥‥1 923局7111
上下水道部業務課給排水担当‥‥‥‥‥‥‥1 923局7172
山口コミュニティセンター（山口出張所）‥1 922局2551
筑紫地区公民館 （筑紫出張所）‥‥‥‥‥‥1 926局2913
山家コミュニティセンター（山家出張所）‥1 926局2809
御笠コミュニティセンター（御笠出張所）‥1 922局2601
二日市コミュニティセンター‥‥‥‥‥‥‥1 920局5123
筑紫南コミュニティセンター‥‥‥‥‥‥‥1 919局8400
生涯学習センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 918局3535
市民図書館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 928局4343
歴史博物館「ふるさと館ちくしの」‥‥‥‥1 922局1911
五郎山古墳館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 927局3655
解放センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 926局4136
総合保健福祉センター「カミーリヤ」‥‥‥1 920局8000
竜岩自然の家‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 921局3455
文化会館‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 925局4321
勤労青少年ホーム‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 925局4801
農業者トレーニングセンター‥‥‥‥‥‥‥1 923局6290
山家スポーツ公園‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 926局6636
宝満環境センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 926局5300
筑慈苑（斎場）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 926局1892
社会福祉協議会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 920局8008
シルバー人材センター‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 919局7755
筑紫野警察署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 929局0110
筑紫野消防署‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1 924局5034

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△

こ
の
広
報
は
森
林
資
源
を
守
る
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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